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国

語

解

答

例

一

ｂ

は
ば

ま
れ
て

ｄ

も
さ
く

二

ａ

飽

き
る

ｃ

曖
昧

三

人

が

も

の

と

自

分

な

り

の

仕

方

で

付

き

合

う

こ

と

を

可

能

に

す

る

も

の

の

側

か

ら

使

用

法

を

教

え

示

す

デ

ザ

イ

ン

で

は

な

く

、

使

う

四

人

の

用

途

に

合

わ

せ

て

自

由

に

使

え

る

デ

ザ

イ

ン

一

何

十

通

り

も

の

包

み

方

を

生

み

出

し

、

あ

ら

ゆ

る

包

む

対

象

に

合

五

わ

せ

た

対

応

が

で

き

る

こ

と

や

使

わ

な

い

時

の

保

管

も

容

易

に

で

き

る

こ

と

六

イ

七

エ

八

ア

原
因

イ

根
拠

ウ

抽
象

一

（
活
用
の
種
類
）

上
一
段
活
用

（
活
用
形
）

連
用
形

歌
人
の
心
情
を
謳
い
あ
げ
る
だ
け
で
な
く
、
十
分
に
語
る
言
葉
を
持
た
な
い
者
た
ち
の
思
い
を
言
葉
に
表
現
し
、
こ
れ
か
ら
先

二

の
未
来
に
残
そ
う
と
す
る
こ
と
。

三

死

ん

で

し

ま

っ

た

二

四

人
麻
呂
が
死
者
の
思
い
を
写
し
取
る
と
い
う
神
聖
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
ら
。

五

逝

き

し

者

た

ち

の

世

界

「

言

葉

」

は

話

し

言

葉

や

書

き

言

葉

に

よ

っ

て

、

既

に

現

実

の

世

界

に

表

現

さ

れ

て

い

る

心

情

や

思

い

等

を

表

し

て

い

る

が

、

「

コ

六

ト

バ

」

は

私

た

ち

が

感

じ

取

っ

て

い

る

、

言

語

で

表

せ

な

い

も

の

や

語

る

言

葉

を

持

た

な

い

者

の

心

情

や

思

い

を

表

し

て

い

る

。

一

ａ

お
し
ゅ
う

ｂ

さ
ぶ
ら
う

二

（
品
詞
）

助
動
詞

（
意
味
）

過
去

（
活
用
形
）

連
体
形

三

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
お
泣
き
に
な
る
の
か

三

四

こ
の
よ
う
に
短
い
間
に
散
っ
て
し
ま
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す

風
が
激
し
く
吹
い
て
い
る
の
を
見
て
、
父
親
が
作
っ
た
麦
の
花
が
散
っ
て
、
実
が
付
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
に
な
っ
た

五

か
ら
。

配
点

一
一
・
八
・
・
・
・
各
３
点

３×

５
＝
１
５
点

三
一
・
二
・
・
・
・
各
３
点

３×

５
＝
１
５
点

二
・
三
・
六
・
七
各
４
点

４×

５
＝
２
０
点

三
・
四
・
五
・
・
各
４
点

４×

３
＝
１
２
点

四
・
五
・
・
・
・
各
８
点

８×

２
＝
１
６
点

二
一
・
三
・
五
・
・
各
２
点

２×

４
＝

８
点

合
計

１
０
０
点

二
・
四
・
・
・
・
各
４
点

４×

２
＝

８
点

六
・
・
・
・
・
・
・
６
点

６×

１
＝

６
点

2 5

4 5

5 0

5 5

4 0

5 07 51 0 0 2 52 52 5


